
シ
ホ
ーー
シマ

子
の
綴
倣
あ
り
。
色
々
奇
瑞
あ
内
。
文
大
泊
と
て
、

此
抑
織
の
一一門
に
て
家
一
雨
粁
あ
り
。
是
に
も
抑
怜
繁

昌
の
時
は
、
帥
山
山
町
家
数
あ
り
し
所
と
い
へ
り
。
』
と
記

す
る。シ

ホ
ツ
ヱ
キ
潮
津
寝

加
賀
の
古
腕
。
之
保
出

と
釧
む
。

こ
は
兵
部
省
式
に
加
賀
凶
制
加
瞬
間
泊
五
匹

と
あ
る
も
の
で
、
そ
の
湖
字
が
相
聞
字
の
間
な
る
こ
と

は
、
狂
喜
式
前
名
帳
に
潮
挫
剣
一
位
あ
る
を
以
て
知
ら

れ
る
。
今
も
江
沼
畑
に
潮
初
が
あ
る
が
、
ウ
シ
ホ
ヅ

と
削
ん
で
ゐ
る
。

シ
ホ
ツ
ガ
主
潮
途
潟
紅
削
川
州
制
加
に
住
町
柴

山
潟
か
ら
一
世
約
す
る
お
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
湖
油
潟

と
一
言
う
た
が
‘
大
限
寺
務
の
時
に
刷
出
T

引
て
た
と
い
は

し
る
。

た
錦
に
起
り
、
県
の
名
夙
く
源
平
崎
表
記
・
義
経
砲

に
出
で
、
古
献
に
も
、『
汐
こ
し
と
人
は
む
べ
に
も
い

ひ
け
ら
し
た
れ
た
る
絞
や
机
上
り
の
松
』
と
い
ひ
、

文
は
『
み
つ
し
ほ
の
こ
え
て
や
か

ι

ふ
る
あ
ら
か
ね
の

土
も
あ
ら
は
に
根
上
b
の
松
』
と
も
い
う
て
ゐ
る
。

前
者
は
ま
た
西
行
の
跡
と
せ
ら
れ
、
後
者
は
明
智
光

努
の
吟
と
し
て
僻
へ
ら
る
与
所
で
あ
る
が
、
そ
の
作

者
の
何
人
で
あ
る
か
を
論
ず
る
の
必
要
な
〈
、
訟
に

此臨す
の
詠
欧
札7
・迎
じ
て
、
以
上
り
の
松
印
ち
沙
こ
し

の
松
な
る
こ
と
を
知
り
得
れ
ば
足
る
わ
け
で
あ
る
。

遊
興
が
放
ら
に
『
日
開
ね
侍
り
』
と
い
う
た
の
は
、
其

の
位
四
日
融
制
本
折
よ
り
北
で
、
仰
，
原
に
去
る
順
路
で

は
な
い
が
、
古
来
の
名
紛
で
あ
る
か
ら
、
特
に
伎
を

曳
い
た
も
の
な
る
べ
〈
、
そ
の
越
前
の
も
の
と
加
賀

の
も
の
と
は
お
の
づ
か
ら
別
物
で
あ
ら
う
。

シ
ホ
サ
カ

塩
坂

平
家
物
館
に
木
曾
義
仲
が
山

門
に
奥
へ
た
牒
伏
に、

『平
氏
大
持
率
s

十
嵐
箪
士
-

汲
a
向
北
陸
4

越
州
制
同
州
砥
波
黒
坂
椛
坂
篠
原
以
下
城

郭
鍛
ヶ
度
合
戦
。
』
と
あ
る
。
蛮
坂
は
羽
咋
部
志
雄
越

の
こ
と
で
あ
ら
う
。

シ
ホ
ツ

堕
津

川
ョ
ゥ
鹿
島
郡
笠
姉
保
に
図
す

る
部
世
間
。
能
菅
名
跡
芯
に
、『
拐
訟
に
在
り
。
飽
き
村

也
。
抑
に
辛
n
M
と
い
う
て
榊
森
あ
り
。
此
島
民
知
勝

れ
り
。
』
と
あ
る
。

シ

ホ

ツ

潟

津

』

ウ

シ
ホ
ヅ
期
詩
。

シ
ホ
ヅ

堕
津

珠
洲
綿
寺
家
の
題
内
で
、
氾
附

の
南
方
必
下
に
在
る
。
文
畑
出
品
開
・宿
附
の
聞
の
入
江

を
間
部
総
と
い
ふ
。
能
菅
名
跡
志
に
、『昔
は
此
訟
の

出
に
て
、
緊
目
白
な
る
灰
な
り
し
と
い
へ
り
。
今
は
寺

家
村
の
内
に
成
。
て
倣
村
也
。
此
村
に
万
棋
の
僧
兵

衛
と
て
、
太
閤
努
吉
公
の
御
朱
印
待
係
へ
り
。
舟

一

般
の
械
役
御
発
の
御
文
言
也
。
名
宛
は
闘
盟
諸
村
四
郎

右
衛
門
と
あ
り
。
叉
此
村
の

一
向
宗
御
坊
に
説
徳
太

シ
ホ
ツ
ガ
ハ
塩
津
川

臨
H
M
刑
州
統
拙
領
か
な
谷

内
よ
り
疏
れ
出
で
、
問
領
の
訟
に
人
る
。
前
科
二
粁

俄
。

シ
ホ
ツ
ザ
キ

腹
違
崎

iγ
ヒ
ザ
キ
迦
附
。

シ
ホ
ツ
ジ
ン
ジ
ヤ

潮
津
神
社

江
沼
柑
潮
訟
に

銀
座
す
る
。
廷
判HH
式
制
各
般
に
江
抑
制
潮
出
品
川
枇
と

載
せ
る
も
の
是
で
、
ジ
ホ
ツ
と
傍
訓
し
て
あ
る
。
式

内
容
笛
枇
杷
に
、『
糊
悌
耐
枇
。
式
内

一
刷
。
糊
油
仲
村

銀
座
。
今
稿
=
天
榊
枇
4

有
=
古
代
之
制
品
開
↓
或
一
古
監

土
翁
之
副
例
制
也
。』
と
見
え
‘
今
は
照
土
翁も
7
日祭
耐
と

す
る。シ

ホ
ノ
ヤ
マ

L
ほ
の
山

古
今
集
結
七
賀
倣
に
、

『
し
ほ
の
や
ま
さ
し
出
の
磁
に
す
む
千
鳥
君
が
御
代

を
ば
八
千
代
と
ぞ
明
く
』
と
あ
っ
て
、
こ
の
し
ほ
の

山
は
叩
姿
凶
と
す
る
の
が
古
訟
で
あ
る
が
、
能
B
V
と

す
る
設
も
あ
る
。
契
沖
の
古
今
除
材
抄
に
は
、
平
家

物
問
に
し
ほ
の
山
打
越
え
て
能
号
の
同
小

m中
新
王

の
塚
の
前
に
陣
を
取
る
と
あ
る
を

引
き
、
し
ほ
の

山・
さ
し
出
の
磁
共
に
そ
こ
で
あ
ら
号
と
い
ひ
、
由民

訓
の
古
今
集
訂
砲
に
は
、
延
町
制
式
の
刑
制
岡
部
之
乎
耐

祉
、
問
お
の
之
平
協
を
引
い
て
、
右
の
飲
は
り汐
と
話

相
岬
て
志
保
と
muき
、
又
そ
れ
か
ら
き
し
出
の
磁
と
鋭

け
て
よ
ん
だ
の
で
あ
ら
う
。
し
ほ
は
し
を
の
絞
り

で
、
今
の
京
と
な
っ
て
か
ら
か
L
弔
こ
と
は
多
い
と

い
う
て
阿
る
。

シ
ホ
ハ
マ

鰻
演

江
川
引
地
北
部
に
臨
す
る
部

世間
。
年
不
祥
十
二
且
八
日
附
、
摘
況
兵
衛
宛
腕
、
額

介
ハ
制
限
欺
〉
の
利
郎
に
、
『去
凶
椛
前
夜
討
之
刻
、

前
一
被
対
知
之
活
途
披
小
山
候
。
可
彼
釧
忠
節
僻
肝
袈

倣
。
』
と
あ
る
。

シ
ホ
ハ
マ
イ
ハ
ヒ
聞
出
演
祝

務
政
時
代
に
能
者

の
関
川
地
方
に
在
つ
て
は
、
記
廿
土
問
に
関
町
に
砂
を

閉
山
む
し
、
そ
の
稼
認
の
納
仰
の
成
っ
た
を
引
配
り
耐

と
い
ひ
、
初
め
て
製
闘
を
出
し
た
こ
と
を
シ
リ
ズ
エ

と
い
ひ
、
十
月
間
出
製
剛
闘
の
終
っ
た
こ
と
を
悉
皆
創
と

い
う
て
、
執
れ
も
使
用
人
に
酒
食
荷
奥
へ
た
。
悉
皆

祝
の
巾
、
出
耐
か
ら
仙
用
の
聞
問
手
米
を
返
上
し
得
た
る

を
皆
関
説
、
関
手
米
返
梼
制
間
以
上
に
製
箆
上
納
し
た

る
や
一池
上
耐
と
い
う
た
。

堕
原

能
楽
部
科
裕
郷
に
臨
す
る
部

シ
ホ
ハ
ラ

務。
シ
ホ
パ
ラ
イ
シ

盟
原
石

能
安
部
阪
か
ら
箆
す

る
石
討
。
石
英
組
問
樹
氏
凝
灰
岩
で
、

mMm白
色
石

悲
中
に
得
背
色
際
を
混
ず
る
射
白
で
あ
白
、
資
稿
腹

、OL シ
ホ
プ
ギ
ヨ
ウ

担
奉
行

J
シ
ホ
問
問
。

シ
ホ
ヤ

塩
屋

江
沼
紛
商
，庄
に
即
す
る
邸
古
川
。

そ
の
お
継
は
銃
屋
捕
と
も
旧
制
切
能
と
も
い
ひ
、
佳
時

は
大
田
叩
寺
滞
唯

一
の
挫
で
あ
り
、
三
且
か
ら
九
且
ま

で
は
間
以
給
の
出
入
す
る
も
の
あ
っ
た
が
、
今
は
洲
を

な
し
て
ゐ
る
。

シ
ホ
ヤ
ウ
ラ

塩
屋
浦

江
沼
志
稿
に
、
江
沼
郡

三
七
六

蛇
屋
村
領
か
ら
、
片
野
村
領
長
者
農
政
に
至
る
ま
で

の
扱
滋
を
銀
屋
捕
と
名
づ
け
る
と
あ
る
。

シ
ホ
ヤ
ウ
ラ
マ
プ
ギ
ヨ
ウ
塩
屋
浦
間
奉
行

江

沼
部
堀
切
継
の
給
制
出
入
今
日取
締
り
、
塩
屋
・
苦
附
・

制
問
越
の
三
ぷ
加
を
も
管
制
す
る
・も
の
で
、
そ
の
大
明

寺
滞
の
定
包
は
、資
永
二
年
の
も
の
を
最
古
と
す
る。

シ
ホ
ヤ
ケ
イ
ス
ケ
塩
谷
啓
介

悶
京
都
道
下
の

入
。
明
和
四
年
に
生
ま
れ
、
少
枇
の
時
京
都
に
上

白
、
抽出
見
網
野
の
門
人
小
川
誌
に
就
い
て
}
関
節
軒
出

び
、
刻
}
古
勉
助
大
に
得
る
所
あ
っ
た
。
後
郷
に
附
っ

て
子
治
に
政
へ
た
が
、
泡
〈
刑
制
同
部
よ
り
衆

ι

り
尽
ぶ

者
す
ら
あ
っ
た
と
い
ふ
。
弘
化
四
年
八
十
一

段

Jr
u

て
浪
。シ

ホ
ヤ
セ
イ
ゴ
ロ
ウ

箆
屋
清
五
郎

』
イ
ハ
キ

セ
イ
ゴ
ロ
ウ
岩
城
町
削
到
郎
。

シ
ホ
ヤ
マ
チ

塩
屋
町

金
額
の
町
名
o
S出
氾

に
、
質
屋
町
は
今
の
金
得
城
大
手
前
に

在
っ
た
の

を
、
究
永
年
間
此
の
前
に
刺
地
し
た
と
あ
る
か
ら
、

同
十
三
年
火
災
の
際
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
町
名
の
州

来
は
、
滞
政
の
時
統
制
度
を
包
か
れ
、
能
型
W
諸
捕
の

製
按
等
を
間
凶
捌
か
し
め
た
お
と
も
、
政
治
三
年
以
前

に
鑑
座
の
あ
っ
た
時
の
布
棋
が
縫
っ
た
の
で
あ
乙
と

も
い
ふ。

シ
マ

島

能
祭
部
白
山
下
に
邸
し
、
束
尚
と
凶

島
と
に
分
か
れ
て
居
た
。
明
治
十
周
年
殴
め
て
桑
目
的

と
僻
す
る
』」
と
に
な
っ
た
。

シ
マ

島

能
楽
郷
製
油
郷
に
卸
す
る
部
獄
。
校

村
に
翠
給
が
あ
る
。

ジ
マ
イ

地

米

加

賀
穏
で
、
金
棟
近
訟
に
践
す

る
米
穀
の
認
で
あ
る
が
、
加
賀
三
郡
内
の
も
の
は
皆

地
米
を
以
て
呼
ば
れ
た
。

シ
マ
サ
キ
シ
ユ
テ

島
崎
淑

宰
は
元
恨
、
税
は

省
知
。
能
奇
の
人
。
皆
川
棋
悶
の
門
に
硲
び
、
能
〈


